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１．はじめに  

 液状化の対策として，建物周辺に鋼矢板を施工する工法が提案

されている.例えば，石油タンク 1)やスラブ 2)への検討事例があり，

沈下や傾斜を抑制する効果が確認されている．他方，鋼矢板は摩

擦杭や擁壁として適用されており，建物を支えるスラブを補強す

る効果が期待できる．また，地震時に地盤が液状化した後で，過

剰間隙水圧が完全に消散する前に構造物が津波力を受けた際に，

一定の水平抵抗を発揮することも期待される．以

上のことから，筆者らは図 1 に示すスラブ周辺を

鋼矢板で補強した基礎（以降，鋼矢板基礎）の常

時・液状化時の支持性能の検証を行ってきた．既

報 3), 4)では常時の鉛直・水平支持性能について報

告した．本報告では液状化時の水平支持性能につ

いて報告する． 

２．試験装置 

 実験には図 2 に示す土槽 5)と表 1 に示す珪砂を

用いた．土槽は底面からの注水により液状化を再

現させることができる．図 3 は注水量と水圧（図

2 に示す 4 点）の計測結果，水圧増分の計測値と

有効応力の理論値から算出した過剰間隙水圧比

（以降，ru）である．ruは注水量に応じて上昇して

最終的には 1 に到達しており，ほぼ完全な液状化

状態までを再現できている．なお，2つの深度で ru

の値が同一となっていることから，模型地盤の液

状化状態は深度方向に一様と考えることとする． 

３．試験ケースと模型の仕様 

 試験ケースは ruと水平支持性能の関係を把握す

るために，表 2 に示す 3 ケースを設定した．鋼矢

板基礎を構成するスラブと鋼矢板壁の模型を図 4

に示す．スラブは H鋼（300mm×300mm）を 7列

に並べて溶接した．鋼矢板壁は板厚 9mmの鋼板を

使用し，溶接して矩形の一体構造とした．スラブ

と鋼矢板壁はボルトで剛結した． 
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表 1 土質情報          表 2 試験ケース 
 

図 2 実験装置     図 3 注水時の地盤の状態  
 

図 4 矩形鋼矢板基礎の模型 
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４．試験方法 

 載荷試験の手順を図 5に示す．地盤作成では，各ケ

ースで地盤条件が揃うように，注水によって土槽内の

地盤を撹拌させた．模型設置は，攪拌中の地盤に模型

を自沈させる方法とした．そして，図 6に示すレイア

ウトで試験準備を行い，ruを表 2 に示す値で維持し連

続載荷を実施した．なお，連続載荷は地表面の水平変

位が 200mm（鋼矢板基礎幅の 10%）を超えるまで続け

た． 

５．試験結果 

 載荷終了後の状況と荷重-変位関係，スラブの回転角

を図 7～9に示す．荷重は南北載荷点の合計，水平変位

は地表面の値であり，上下段の変位計から算出した．

水平変位はスラブの回転が始まるまでほとんど見ら

れなかった．このことから，鋼矢板壁前面が押込み力

を背面が引抜き力を負担して水平荷重を支持してい

たと考えられる．その後，H00 の荷重は増加したが，

H03と H06は荷重の増加が小さかった．H03は水平変

位の急増により，傾斜を計測する変位計のロッドが模

型に引き込まれる危険があったため，途中で試験を終

了した．なお，他のケースについては引き込み対策を

行っている．水平支持力を変位 200mm 時点の荷重と

定義し（図 8 中の〇点），ruで整理した結果を図 10に

示す．液状化時の水平支持力は ruの増加に従い線形的

に減少することが確認できる． 

６．まとめ 

 液状化を再現する装置を用いて，ru（0，0.26，0.6の

3 ケース）を一定に維持した状態で水

平載荷試験を実施した．この結果よ

り，液状化時の水平支持力は ruの低下

に従い線形的に減少することを確認

した．ただし，ruが 0.6 以上で水平支

持力が線形的に減少するとは限らな

い．ruが高い範囲の水平支持性能を把

握することは，今後の課題である． 
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図 6 試験レイアウト 

図 5 水平載荷試験の手順 

図 7 載荷終了後の模型の状況（H00） 
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